
　

な
お
、適
用
時
期
は
令
和
５
年
７
月
２
日
か

ら
で
す
の
で
、７
月
１
日
ま
で
の
間
は
製
本
地

図
も
備
え
付
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

車
検
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
り
付
け
位
置
の
変
更

　

無
車
検
運
行
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、検

査
標
章
（
車
検

ス
テ
ッ
カ
ー
）の

貼
り
付
け
位
置

が
変
更
さ
れ
「
前

方
か
ら
見
や
す

い
位
置
」
か
ら

「
前
方
か
つ
運
転

者
席
か
ら
見
や

す
い
位
置
」と
な

り
、運
転
者
席
側

上
部
で
、車
両
中

心
か
ら
可
能
な

限
り
遠
い
位
置

に
表
示
す
る
よ
う
に
規

定
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

（
イ
ラ
ス
ト
参
照
）。令

和
５
年
７
月
３
日
以
降

は
貼
り
付
け
位
置
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
の
審
議
に

て
、決
議
事
項
は
原
案

通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
84
回
　
理
事
会
の
焦
点

マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
判
断
が
基
本

場
　
　
所

日
個
連
会
館

開
催
日
時

３
月
22
日（
水
）  

午
後
２
時

決
議
事
項

① 

令
和
５
年
度
事
業
計
画
承
認
の
件

② 

令
和
５
年
度
収
支
予
算
承
認
の
件

③ 

セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
テ
ス
ト
参
加

に
関
す
る
件

と
は
出
来
ま
せ
ん
。ま
た
、お
客
様
か
ら
マ
ス

ク
着
用
を
求
め
ら
れ
た
時
に
は
素
直
に
応
じ
る

等
、ト
ラ
ブ
ル
回
避
、苦
情
防
止
に
特
別
な
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
図
の
備
え
付
け
に
関
し
て

　

以
前
の
理
事
会
で
も
お
話
し
た
通
り
、事
業

用
自
動
車
に
備
え
付
け
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る

地
図
に
つ
い
て
、「
製
本
地
図
」に
加
え
、「
電
子

地
図
」（
カ
ー
ナ
ビ
や
ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ
る
電
子

的
な
も
の
）で
も
良
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。電

子
地
図
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
よ
り
地
図

デ
ー
タ
が
随
時
更
新
さ
れ
る
カ
ー
ナ
ビ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
想
定
）は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
か

ら
１
年
以
上
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
、そ
の
他
の
電
子
地
図
や
製
本
地
図
は
発
行

年
月
か
ら
３
年
以
上
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
が

条
件
に
な
り
ま
す
。

　

も
し
電
子
地
図
を
正
常
に
提
示
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
事
態
に
陥
っ
た
と
き
で
も
、５
年
以

内
発
行
の
製
本
地
図
を
備
え
付
け
て
い
る
か
、

ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
地
図
ア
プ
リ
を

活
用
し
て
、旅
客
に
地
図
を
明
示
し
目
的
地
の

確
認
等
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
場
合
は
帰

庫
が
不
要
で
す
。

　

理
事
会
冒
頭
、櫻
井
会
長
か
ら
「
個
タ
ク
が

関
わ
る
大
き
な
事
故
等
が
続
い
て
い
ま
す
。今

一
度
気
を
引
き
締
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
第
６
版
）に
つ
い
て

　

３
月
13
日
以
降
の
マ
ス
ク
着
用
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。国
土
交

通
省
に
お
い
て
「
タ
ク
シ
ー
は
、マ
ス
ク
着
用

推
奨
の
対
象
外
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
、「
マ
ス
ク
着
用
」を
求
め
る
運
送
約
款
へ

の
変
更
認
可
を
受
け
て
い
る
場
合
で
も
、マ
ス

ク
未
着
用
を
理
由
と
す
る
運
送
引
受
の
拒
絶
は

で
き
ま
せ
ん
。マ
ス
ク
着
用
の
お
願
い
は
す
る

こ
と
は
出
来
て
も
、マ
ス
ク
着
用
を
強
い
る
こ

都内個人タクシー現況（令和5年3月1日現在） 
許可事業者数 9,901名

（特別区、武三9,531名  北多摩136名  南多摩234名）

傘下事業者数 9,577名
（特別区、武三9,209名  北多摩135名  南多摩233名）
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員
（
タ
ク
セ
ン
指
導
協
力
員
）の
連
携
強
化
に
よ

る
効
果
的
街
頭
指
導
の
実
施
。

４
．行
政
方
針
、通
達
等
の
周
知
及
び
協
会
の
機

関
紙
等
の
刊
行
と
広
報
活
動
に
つ
い
て

　

タ
ク
シ
ー
事
業
に
関
す
る
法
令
、通
達
等
の

周
知
を
図
る
た
め
の
資
料
及
び
研
修
資
料
の
作

成
・
配
付
。

５
．事
業
者
の
た
め
に
行
う
経
営
改
善
の
指
導

及
び
事
業
用
資
材
対
策
に
つ
い
て

６
．一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
関
す

る
調
査
研
究
並
び
に
統
計
事
務
の
整
備
作

成
に
つ
い
て

Ⅲ.

事
業
者
の
相
互
扶
助
を
図
る
た
め
の
　
　
　

共
済
事
業

　

共
済
制
度
の
円
滑
な
運
営
の
推
進
、全
国
国

令
和
５
年
度
事
業
計
画
書 

一
部
抜
粋

Ⅰ.
安
全
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

　

輸
送
の
安
全
確
保
の
取
り
組
み
及
び
安
全
運

行
指
導
員
制
度
の
推
進
に
よ
る
安
全
輸
送
体
制

の
確
立
と
と
も
に
、交
通
事
故
防
止
対
策
の
推

進
及
び
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
全
車
装
着
に

向
け
更
な
る
普
及
促
進
と
映
像
の
活
用
、及
び

「
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
の
法
令
遵
守
の
徹
底
及

び
事
故
防
止
対
策
」の
確
実
な
実
行
。

Ⅱ.

サ
ー
ビ
ス
向
上
・
資
質
向
上
・
輸
送
秩
序
の
　

確
立
の
た
め
に
必
要
な
事
業

１
．良
質
な
輸
送
力
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

　

個
人
タ
ク
シ
ー
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け

た
取
組
パ
ッ
ケ
ー
ジ
案
を
強
力
に
推
進
し
、個

人
タ
ク
シ
ー
新
規
参
入
に
お
け
る
優
秀
適
格
者

の
確
保
と
指
導
教
育
の
充
実
と
、団
体
間
に
お

け
る
連
携
協
調
を
図
り
、廃
業
予
定
者
に
対
す

る
譲
渡
譲
受
認
可
申
請
へ
の
働
き
か
け
を
促
進
。

２
．利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
対
策
に
つ
い
て

　
「
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
第
６
版
）」に
基
づ
く
安
全
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
並
び
に
感
染
拡
大
収
束
後
を
見
据
え
た

国
内
外
の
利
用
者
へ
の
対
応
の
検
討
。

３
．街
頭
営
業
の
適
正
化
と
基
本
対
応
励
行
の

推
進
に
つ
い
て

　

警
察
署
、タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機

関
と
街
頭
営
業
適
正
化
特
別
委
員
・
推
進
指
導

民
年
金
基
金
へ
の
加
入
促
進
。

Ⅳ.

事
業
者
の
た
め
に
行
う
関
係
官
庁
等
へ
の
　

事
務
代
行
事
業

　

新
規
許
可
・
譲
渡
譲
受
認
可
申
請
事
務
取
扱

要
領
集
の
活
用
に
よ
る
申
請
事
務
の
推
進
。

Ⅴ.

そ
の
他

　

タ
ク
シ
ー
準
特
定
地
域
協
議
会
に
お
け
る
適

正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
諸
施
策
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
。

　

以
上
、事
業
者
の
一
人
ひ
と
り
が
危
機
感
を

共
有
し
、個
人
タ
ク
シ
ー
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
た

め
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、一
路
邁
進
し
て
頂

き
た
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

令和4年度収支予算書 令和5年5月1日から令和6年4月30日まで
（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
 １．経常増減の部
  （１）経常収益
   受取登録料 300,000 300,000 0
   受取会費 235,471,000 264,174,500 △ 28,703,500
    会員受取会費 150,300,000 162,682,500 △ 12,382,500
    代務者受取共済拠出金 1,000 2,000 △ 1,000
    上部団体受取会費 85,170,000 101,490,000 △ 16,320,000
   事業収益 5,967,000 6,630,000 △ 663,000
    研修事業収益 5,265,000 5,850,000 △ 585,000
    代行事業収益 702,000 780,000 △ 78,000
   雑収益 106,000 251,000 △ 145,000
    受取利息 1,000 1,000 0
    雑収益 105,000 250,000 △ 145,000
   経常収益計 241,844,000 271,355,500 △ 29,511,500
  （２）経常費用
   役員報酬 10,229,000 10,229,000 0
   給料手当 50,146,000 49,224,000 922,000
   役員退職給付費用 2,500,000 0 2,500,000
   退職給付費用 2,524,000 2,813,000 △ 289,000
   法定福利費 9,300,000 9,000,000 300,000
   福利厚生費 600,000 600,000 0
   会議費 1,517,000 4,942,000 △ 3,425,000
   旅費交通費 11,114,000 13,116,000 △ 2,002,000
   通信運搬費 2,632,000 2,844,000 △ 212,000
   減価償却費 3,981,000 4,609,000 △ 628,000
   報奨費 700,000 600,000 100,000
   什器備品費 200,000 200,000 0
   消耗品費 700,000 800,000 △ 100,000
   会場費 500,000 1,440,000 △ 940,000
   委託費 2,220,000 2,220,000 0
   修繕費 50,000 50,000 0
   印刷製本費 9,362,000 10,072,000 △ 710,000
   賃借料 8,570,000 8,570,000 0
   清掃費 192,000 186,000 6,000
   光熱水料費 600,000 550,000 50,000
   リース料 283,000 890,000 △ 607,000
   ソフト費 1,800,000 1,500,000 300,000
   表彰費 672,000 1,162,000 △ 490,000
   共済給付金 8,000,000 8,500,000 △ 500,000
   花環代 1,200,000 1,275,000 △ 75,000
   対外活動費 200,000 200,000 0
   広告宣伝費 1,331,000 537,000 794,000
   新聞図書費 350,000 400,000 △ 50,000
   諸負担金 500,000 500,000 0
   顧問料 570,000 570,000 0
   慶弔費 100,000 100,000 0
   交通支援賛助金 100,000 100,000 0
   租税公課 20,000 20,000 0
   上部団体会費 85,170,000 101,490,000 △ 16,320,000
   雑費 100,000 100,000 0
   経常費用計 218,033,000 239,409,000 △ 21,376,000
  当期経常増減額 23,811,000 31,946,500 △ 8,135,500
 ２．経常外増減の部
  （１）経常外収益   
   経常外収益計 0 0 0
  （２）経常外費用   
   経常外費用計 0 0 0
  当期経常外増減額 0 0 0
  法人税等 70,000 70,000 0
  当期一般正味財産増減額 23,741,000 31,876,500 △ 8,135,500
  一般正味財産期首残高 0 0 0
  一般正味財産期末残高 23,741,000 31,876,500 △ 8,135,500
Ⅱ　指定正味財産増減の部   
  当期指定正味財産増減額 0 0 0
  指定正味財産期首残高 0 0 0
  指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 23,741,000 31,876,500 △ 8,135,500

科     目 当年度 前年度 増減

一般社団法人  東京都個人タクシー協会会報令和5年4月号 第581号　⑵



■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程）	 令和5年1月報告分

会員 団体名 氏名 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

都営協 第一事業
団支部 Ｍ・Ｔ R4.11.14 新橋駅東口

バス停手前
待機禁止
無視 加重 表示灯使用停止 

換金停止
※処分事案は会員団体に処分を要請し、令和5年1月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です 令和5年2月報告分

会員 団体名 氏名 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

東個協 足立第二
支部 K・Y R4.9.22 土橋高速

入口周辺 乗り場無視
表示灯使用停止
精算停止
講習2日

東個協 北支部 S・T R4.12.8 新橋駅
東口バス停

進入禁止
無視 加重

表示灯使用停止
精算停止
講習2日

東個協 北支部 Ｋ・Ｓ R4.12.9 新幸橋
周辺 乗り場無視

表示灯使用停止
精算停止
講習2日

※処分事案は会員団体に処分を要請し、令和5年2月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 処分事案 処分事案（加重） 合計
令和4年12月 11 1 1 13 
令和5年1月 6 0 0 6 

氏
名 

所
属
団
体 

享
年   

病
名

葉
山 

勝
義 （
東
個
協
・
荒
川
） 

70 

胃
癌

熊
谷 

力 

（
東
個
協
・
大
田
第
一
） 

78 

心
不
全

根
立 

正
男 （
東
個
協
・
北
第
二
） 

74 

脳
出
血

有
賀 

国
康 （
東
個
協
・
練
馬
） 

80 

老
衰

三
浦 

純
司 （
東
個
協
・
練
馬
） 

70 

不
明

石
川 

清 

（
都
営
協
・
交
友
） 

72 

膵
頭
部
癌

城
腰 

智
久 （
都
営
協
・
城
東
） 

56 

不
明

箕
原 

政
明 （
都
営
協
・
朋
友
） 

70 

心
筋
梗
塞

井
坂 

寛
司 （
都
営
協
・
東
友
） 

74 

不
明

杉
江 

俊
雄 （
都
営
協
・
東
京
西
北
） 

72 

肺
炎

阿
部 

全
浩 （
多
摩
・
東
日
本
） 

61 

肺
癌

大
津 

章
悦 （
東
個
協
・
渋
谷
） 

65 

直
腸
癌

齊
藤 

広
一 （
東
個
協
・
渋
谷
） 

59 

心
不
全

白
井 

孝
彦 （
都
営
協
・
新
中
野
） 

70 

大
動
脈
解
離

佐
藤 

志
朗 （
都
営
協
・
新
足
立
） 

66 

肝
臓
癌

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃報

都営協・東支部 
今田 良平さん（38歳）
　昔勤めていたバイト先の先
輩がタクシーに乗っていて、
誘われたのでやってみようと
思ったのがきっかけです。そ
の先輩から個人タクシーについても聞いていた
ので、最初から個人タクシーになることを意識し
ていました。
　新規許可枠の話を聞いた時、「自分でやってみ
て個人タクシーを目指している後輩たちに伝え
られれば」と思って挑戦することにしました。
　個人タクシー事業者になっても、法人時代と変
わらず安全運転と丁寧な接客を心がけ、妻や両親
に恩返しができればと思っています。

東個協・都心支部 
寺浦 伸一さん（46歳）
　サラリーマンに比べて自由
な時間の使い方が出来ると思
い、選んだタクシーという仕
事ですが、個人タクシー事業者
になろうと思ったのは３年ほど前からです。譲渡
譲受でと思っていましたが、法人勤務の年月の関
係で、新規許可で申請した方が早く個人タクシー
になれることを支部の方から教えていただき、こ
ちらの方法で申請することにしました。
　実際にやってみると、地理試験で苦労したり、
試験をパスしてからの駐車場や車の用意の期間
が短くて大変でしたが、許可書をこうして受ける
事が出来て、良かったなと思います。
　これからも安全第一で運転をする個人タク
シーとして頑張っていきたいと思います。

　

昨
年
11
月
に
都
内
の
特
別
区
・
武
三
交
通

圏
に
お
き
ま
し
て
、15
年
ぶ
り
の
運
賃
改

定
が
な
さ
れ
、他
の
地
域
も
同
様
の
動
き

が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
機
会
を

捉
え
ま
し
て
、タ
ク
シ
ー
事
業
が
地
域
の

公
共
交
通
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た

し
つ
つ
、タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う

職
業
が
魅
力
あ
る
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
な
ら
れ
る
皆
様

が
模
範
と
な
り
、取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
優
秀
適
格
者

の
方
々
に
許
可
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

誇
り
と
自
覚
を
持
っ
て
営
業
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
き
、業
界
の
模
範
と
し
て
タ
ク
シ
ー

事
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
す
よ
う
、ま
た

ご
自
身
の
健
康
に
も
十
分
に
ご
留
意
さ
れ
、

末
永
く
無
事
故
・
無
違
反
で
ご
活
躍
さ
れ
る

事
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
」

　

式
の
冒
頭
、関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支

局
勝
家
省
司
次
長
か
ら
、以
下
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　
「
新
た
に
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
な
ら

れ
ま
し
た
皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
譲
渡
譲
受
に
加

え
て
、新
た
な
制
度
に
よ
る
特
例
参
入
枠

に
よ
り
個
人
タ
ク
シ
ー
に
な
ら
れ
る
方
に
、

許
可
書
を
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

許
可
書
・
認
可
書
交
付
式

特
例
参
入
枠
含
め
86
名
の
新
規
事
業
者
が
誕
生

　

２
月
13
・
14
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、午
後
３
時
45
分
よ
り
、個
人
タ
ク
シ
ー
会
館
に
て

関
東
運
輸
局
に
よ
る
「
個
人
タ
ク
シ
ー
許
可
書
及
び
認
可
書
交
付
式
」が
行
わ
れ
、東
京
で

は
新
た
に
86
名
の
事
業
者
（
う
ち
特
例
参
入
枠
利
用
者
16
名
）が
誕
生
し
ま
し
た
。

新規事業者の喜びの 声

１月2月
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名称 新所在地 旧所在地 移転日

知的財産高等裁判所 目黒区中目黒2-4-1 千代田区霞が関1-1-4 令和4年10月

東京地方裁判所 
（商事部・知的財産権部・倒産部） 目黒区中目黒2-4-1 千代田区霞が関1-1-4 令和4年10月

【移 転 】

【 新 施 設 】

地理モニター報告�

名称 概要 変更日

東京都市計画道路補助線街路第258号線
（環七北通り） 
（足立区六町2丁目）

車検場通りから補助140号線までの約390メートルの区間につい
て交通開放。周辺の交通渋滞が緩和されるとともに、住宅地等に
流入する通過交通が減少する。

令和5年3月

名称 概要 所在地 開始日

東急歌舞伎町タワー
国内最大級のホテル及び映画館・劇場・ライブ
ホールなどのエンターテインメント施設からなる
約225ｍの超高層複合施設が誕生。

新宿区歌舞伎町1-２９-1 令和5年4月

【 道 路・橋 等 】

に
つ
い
て
、
個
人

の
皆
さ
ん
は
法
人

と
異
な
り
、
一
人

ひ
と
り
が
事
業
主

と
い
う
こ
と
で
、

我
々
と
し
て
も
指

導
が
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ん
、仲
間
同
士
で
関

心
を
持
ち
合
い
、何
か
あ
れ
ば
注
意
し
合
っ
て
、自
浄

作
用
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ほ
と

ん
ど
の
方
々
が
長
年
の
経
験
を
活
か
し
た
模
範
的
な

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
営
業
さ
れ
て
い
て
も
、一
部
の

問
題
の
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
せ
い
で
、評
価
が
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。ぜ
ひ
そ
の
点
も
対
応
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　警視庁が主催する令和５年度セーフ
ティドライブ・コンテストへ、本年も参加
することとなりました。各団体２チーム
編成（５人１組）で東個協68組、都営協
52組、多摩個連２組、全個人２組の合
計124組620名が令和５年７月１日から
12月31日までの６ヵ月間、チーム全員で
の無事故・無違反を目標に安全運転に
取り組みます。

事
業
者
数
減
少
の
歯
止
め
と
し
て

新
規
枠
の
活
用
を

関
東
運
輸
局
自
動
車
交
通
部

内
田
忠
宏
部
長

　

現
在
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
段
々
と
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ

る
と
こ
ろ
で
す
が
、こ
れ
ま
で
の
間
タ
ク
シ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
数
は
法
人
・
個
人
問
わ
ず
減
り
続
け
て
お
り
、

供
給
力
の
確
保
と
い
う
こ
と
が
市
場
全
体
で
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。直
ち
に
ド
ラ
イ
バ
ー
数
を
増

や
す
と
い
う
こ
と
に
限
ら
ず
、供
給
不
足
解
消
に
向

け
て
、個
人
タ
ク
シ
ー
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

そ
し
て
、様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、個
人
タ
ク

シ
ー
の
事
業
者
数
が
か
な
り
減
少
し
て
い
る
と
い
う

点
は
、大
き
な
課
題
の
一
つ
か
と
思
い
ま
す
。そ
の
解

決
に
向
け
て
「
新
規
枠
」が
出
来
ま
し
た
が
、昨
年
、特

別
区
・
武
三
地
区
に
お
い
て
は
、こ
の
枠
が
余
っ
て
い

る
と
い
う
状
況
で
し
た
。本
筋
で
い
え
ば
、譲
渡
譲
受

と
い
う
も
の
も
あ
り
、そ
ち
ら
を
活
用
い
た
だ
く
と

い
う
の
も
分
か
り
ま
す
し
、必
ず
し
も
新
規
枠
に
こ

だ
わ
ら
な
く
て
も
い
い
部
分
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、譲
渡
譲
受
よ
り
も
新
規
枠
を
使
っ
た
方
が

良
い
と
い
う
場
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、せ
っ

か
く
出
来
た
制
度
で
す
か
ら
、活
用
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、個
人
タ
ク
シ
ー
の
苦
情
等

 

令
和
４
年
度　

行
政
と
の
意
見
交
換
会

　

３
月
３
日
（
金
）午
後
２
時
よ
り
、個
人
タ
ク
シ
ー
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、全
個
協
関
東
支
部
主
催
「
令
和
４

年
度 

行
政
と
の
意
見
交
換
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。関
東
運
輸
局
自
動
車
交
通
部
内
田
部
長
を
は
じ
め
、局
・
各

支
局
の
担
当
者
、関
東
支
部
関
係
者
に
よ
り
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

挨拶を行う内田自動車交通部長

セーフティドライブ・
コンテストに参加
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■携帯メールによる情報伝達システムに未登録の方は toroku@tokokyo.jp へ空メールを送信してください。


